
 

３．大阪市における日本語指導が必要な子どもの学習支援フローチャート 
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○対対象児童・生徒 ○回実施指導回数 ○場学習場所 ○担指導を担当する教員・指導員等 

○A ATLAN実施 

 

 

②プレクラス  
 

 
※プレクラスに参加しない場合、下の③④⑤で学習を始める。 

 

①初期面談対応  

③日本語指導協力者 

による支援 

○対小1～3年生の児童 

○回週2回/全25単位時間 

○場在籍校にて抽出学習 

○担日本語指導協力者と 
在籍校教員による TT 

④日本語指導 

教育センター校通級 

○対小4～中3の児童生徒 

○回週1・2回/半年～1年程度 

○場通級による学習 

○担センター校担当教員 

⑤日本語指導の 

加配教員配置校 

○対設置校の在籍児童生徒 

○回学校による 

○場設置校の教室 

○担設置校教員 

 

⑥JSLカリキュラム日本語指導員/ 

教科における母語支援員による支援 

○対小5～中3の児童生徒 

○回週2回/最大年間64回（128単位時間） 

○場在籍校にて抽出・入り込み学習 

○担JSL日本語指導員/教科における母語支援員と 
在籍校教員による TT 

⑦在籍校での教科指導等における日本語指導 

保護者・児童生徒・在籍校管理職・在籍校関係教職員・指導主事・通訳・
小4～中3：センター校担当教員 

○場在籍校 

○対小1～中3の児童生徒  ※通級方法等、保護者の同意を得て、入級を決定。 

○回一日5単位時間 連続10日間 合計50単位時間 

○場共生支援拠点（各教育ブロックに 1つ） 

○担プレクラス日本語指導員/プレクラス母語支援員 

○A  

○A  ○A  
○A  

○A  

③④⑤の支援を受けていない、または受けてい
たが修了時にＡＴＬＡＮを実施していない場合 

ＡＴＬＡＮによる日本語力測定 ○A  


